
超微細加工
開発技術者
育成コース

企業の技術を知識と研究で深め、実践する高いスキルを持った技術者を育成する、大学院を開講します

博士課程修士課程

働 きな が ら 、大 学 院 で 学 ぶ

専 門 職 コ ー ス 専 門 職 コ ー ス

高度開発技術者を育成する
信 州 大 学 大 学 院

提案型 戦略型

技術力を戦略的に経営に活かすために

諏訪圏

本当に必要な人材育成を

平成20年度開講 平成22年度開講

長野県テクノ財団と信州大学が連携した、諏訪圏6市町村及び企業のニーズに基いた人材育成

工学の専門知識の高い人材を育成します。

プレゼンテーションや研究・成果をまとめる能力を養います。

企業の課題を大学や関係機関と研究し、先端的な研究成果が期待できます。

実践的カリキュラムで先端技術が体得できます。

技術経営（MOT）分野を副専攻することで経営能力が体得できます。

修士号（工学）・博士号（工学）が取得できます。

企業の財産となる
高度な

技術を活かす
人材の創出

超

微細
加工
開発技術者　育成コース

修士準備 修士専門 博士専門

修士専門 博士専門

博士専門

博士専門

修士準備 修士専門

修士専門

これからの高度なものづくりに必要な

戦略的開発技術者
提案型開発技術者を育成する
教育システム

修士課程 準 備 コ ー ス
基礎とスキルを向上させる　

長野県テクノ財団／信州大学／NPO 諏訪圏ものづくり推進機構



修士課程
専門職コース

専門職コースの目的、特徴

専門職コース（通称）の仕組みと運用

1

2

3

Step1 ～ Step15 のカリキュラム
により、各個人の能力、スキルに
あった授業を教育機関（指導教官）
と一体となって実施することで、
基礎学力を持ち短期・中期の課題
を発見解決 出来る人材養成のため
の授業を実施しています。

工学的な基礎学力を
養うことができます。

学会発表用の
プレゼンテーション能力を養う
ことができます。　

研究・成果をまとめることが
できる論文作成能力を
養うことができます。

1

2

3

企業ニーズの多様化、技術革新の
スピードに対応する提案型開発技
術者を養成しています。

超微細加工分野の
高度ものづくり中核人材を
育成できます。

企業の抱える研究課題を
修士研究課題として持ち込
み、大学との共同研究によ
り、先端的研究成果が期待
できます。

企業で働きながら修士号
（工学）が取得できます。

1

2

3

先端基盤技術分野と経営能力を身
につけ、技術面で経営を牽引して
いける次世代戦略的開発技術者を
養成します。

先端的基盤技術分野から
構成された演習・実習を必修
とした実践的カリキュラムで
先端技術が体得できます。

技術経営（MOT）分野を
副専攻することで
経営能力が体得できます。

産業技術総合研究所等との
インターシップで
幅広い技術が体得できます。

修士課程
準備コース

大学院工学系研究科
博士課程
専門職コース

修士課程
準備コース

修士課程
専門職コース

博士課程
専門職コース

大学院
総合工学系研究科

提案型開発技術者
育成コース
平成20年度開講

平成21年度
NPO諏訪圏ものづくり推進機構

事務局による運営

修士課程を受講に向けスキルを高めます。 さまざまなカリキュラムで専門性を高めます。 さらに知識を深め企業財産を創出します。

大学卒業資格

戦略的開発技術者
育成コース
平成22年度開講

大学院卒業資格
大学・短大卒

高卒・専修卒・高専卒

諏訪圏6市町村 諏訪圏域企業

『人材養成に必要なコース・必要なカリキュラムを選択し外部研究機関も含め』学習することで
企業ニーズにあった提案型開発技術者・戦略的開発技術者の人材育成が図れます。

産
業
技
術

総
合
研
究
所

信州大学大学院
諏訪圏サテライトキャンパス

（テクノプラザおかや）

支 え る 地 域 基 盤

テクノ財団／NPO諏訪圏ものづくり推進機構

連携
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概要・レベルチェック

プレゼンテーション（１）

プレゼンテーション（２）

プレゼンテーション（３）

プレゼンテーション（４）

工学的基礎知識に関する勉強（１）

工学的基礎知識に関する勉強（２）

工学的基礎知識に関する勉強（３）

工学的基礎知識に関する勉強（４）

総括・討論

プレゼンテーション

学力レベルをチェック

学会発表の概要説明、発表の流れ、発表例

発表用ソフトの使用方法

研究発表（検索した論文を発表）

研究発表（検索した論文を発表）

研究に関する基礎知識の復習（数学）

研究に関する専門知識の復習（物理）

研究に関する専門知識の復習（工業力学）

研究に関する専門知識の復習（材料力学等）

研究課題に関するプレゼンテーション

Step 1

Step 2

Step 3

Step 4

Step 5

Step 6

Step 7
Step 8
Step 9
Step10
Step11
Step12
Step13
Step14
Step15
予　備

科　　目 内　　容Step

論文作成（１）
研究内容の打ち合わせ（１）
論文作成（2）
研究内容の打ち合わせ（2）
論文作成（3）
研究内容の打ち合わせ（3）
論文作成（4）
研究内容の打ち合わせ（4）
論文作成（5）
研究内容の打ち合わせ（5）

論文作成
（論文の構成、作成方法の説明）
前刷り作成
前刷りの作成方法の説明／検索した論文から前刷りを作成

レポートの書き方
実験データからレポートを作成

論文検索・特許検索
検索方法の説明
学術論文の読み方
研究に関する論文を検索し、論文を取り寄せ、読む

授業項目一覧

修士課程準備コースの全体像

専門職コース（通称）
「超微細加工技術者育成コース」
修士課程 準備コース

＊予備講座として、研究課題に関するプレゼンテーションを行います。
※開講時間は 18時～ 20 時（2時間）です。／授業日程、実施日等は年度毎に設定しご案内いたします。

Step2～Step6

Step7～Step10 Step11～Step14

Step 15

論文作成能力

研究・成果を
まとめることができる

プレゼンテーション
能力

学会発表用の
工学的な
基礎学力

総括・討論

博
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

修
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

修
士
課
程
　
準
備
コ
ー
ス
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超精密加工学特論 Ⅰ

超精密加工学特論 Ⅱ

超精密加工学特論 Ⅲ

超精密加工学特論 Ⅳ

固体・熱流体解析学特論

固体・熱流体応用解析学演習

最適設計特論

発明的問題解決理論（TRIZ)

表面処理特論

先端材料学特論

評価技術講義

計測技術講義

精密位置決め技術特論

自動搬送講義

管理技術特論 Ⅰ

管理技術特論 Ⅱ

管理技術特論 Ⅲ

管理技術特論 Ⅳ

超精密加工実習 Ⅰ

超精密加工実習 Ⅱ

超精密加工特論 Ⅲの実習

超精密加工特論 Ⅳの実習

表面処理技術実習 Ⅰ （めっき・熱処理）

表面処理技術実習 Ⅱ （真空・洗浄・薄膜）

計測技術実習

評価技術実習

精密位置決め技術実習

自動搬送実習

5

2

1

1

2

3

1

1

4

1

38

32

10

8

32

32

32

32

32

32

3

2

1

1

2

2

1

1

6

1

1

3

3

1

1

1

1

1

32

32

30

16

32

32

16

16

40

16

16

16

32

16

32

32

32

20

精密加工

設計・CAE

表面処理

計測評価

メカトロ技術

管理技術

実習 授業
科目数 時間 講義・演習分野

授業項目一覧

修士課程 専門職コースの全体像

専門職コース（通称）
「超微細加工技術者育成コース」
修士課程 専門職コース

設計・CAE

管理技術 表面処理・
薄膜材料

特許化・事業化

先端的研究成果

技術課題解決
要素技術開発

学会発表

修士号取得

メカトロ 計測・評価

修
士
課
程
　
準
備
コ
ー
ス

博
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

精密加工

▼

▼

▼

▼

授業
科目数 時間

修
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

修士課程 1年時 修士課程 2年時

インターンシップ、実習とシミュレーション重視
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修
士
課
程
　
準
備
コ
ー
ス

博
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

特徴 1
特徴 2
特徴 3
特徴 4

教育方法とカリキュラムの特徴

各授業科目の特徴

オンデマンドのカリキュラムで学習できます。

超微細加工技術に関する実習とシミュレーションを重視した実践的教育が受けられます。

教員、コーディネーター、企業の技術者による三位一体の教育体制を採用します。

大学のみならず、地域企業、公設試験場での実習を取り入れたインターンシップ実習を受けられます。

超精密加工学特論

精密加工分野

1.
超精密に必要な加工理論と応用の知識を習得し、サブミクロン、ナノレベルの
精密さが要求される物の加工、問題解決能力、応用について基礎～応用ま
での理論を学びます。

「企業の協力」をいただき「各企業が得意」とする加工技術力、ノウハウ等を
動画、ビデオ、シミュレーションソフト等を活用し、実機を操作しながら加工条
件の諸設定で微細(微妙）に変化する“ものづくり”の極みを実践体得します。
この実習を通じ、理論の検証から加工理論、加工技術（考察能力、問題解決
能力、応用力）等を学びます。　　　

実　　習

講義・演習

超精密加工実習2.

固体・熱流体解析学特論と
固体・熱流体応用解析演習

設計・CAE

1.

「固体・流体」の力学解析基礎、数値的解析、有限要素法等から理論を修得
します。
また、固体力学解析用ソフトANSYS、熱流体解析汎用ソフトウェア
FLUENTの操作方法を基礎的例題解析法等で演習体験で修得します。

講義・演習

最適設計特論　（品質工学・実験計画法）2.
民間企業の協力を得て、品質工学のSN比による新評価技術を学習し、設計
及び製造のパラメーターを効率よく最適化する手法を事例研修によりノウハ
ウを含め修得します。

講義・演習

発明的問題解決理論（TRIZ）3.
民間企業のTRIZ専門技術者に技術課題を解決するためのTRIZ理論の
概要、課題解決ステップ（根本原因の追求・アイディア創出・アイディア練上げ・
アイディア決定）一連の基礎を学び演習を通して理論的にアイディアを出す
方法を修得します。

講義・演習

ANSYSによる解析結果の一例：　　　　　　　　　
固体構造物にはたらく応力のコンター図　　　
（ANSYS入門セミナー7-5 p.22より転載）

精密板金実習

精密射出成形実習

FLUENTによる解析結果の一例：
ファン内部における流速ベクトル図 
（FLUENT6.2 日本語マニュアルより転載）

修
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス
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修
士
課
程
　
準
備
コ
ー
ス

博
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

修士課程　専門職コース／授業科目の特徴

表面処理特論

表面処理・薄膜・材料

1.
「ウエットプロセス概論・めっき実務概論・表面処理概論・真空技術・薄膜技
術」では機械部品等の特性（耐食性、硬度、耐摩耗性）を左右する各種表面
処理について原理から実務まで幅広く修得します。

めっき技術では各種ニッケルめっきの条件変化による特性変化を評価分析し
微妙な温度・PH・添加剤等の条件設定の重要性を実践体得します。
熱処理技術では企業の実機でテストピースに浸炭焼入れ・窒化処理・真空焼
入れを行ない、表面硬度・硬化層・金属組織を観測、測定し金属表面処理技
術を実践体得します。

実　　習

講義・演習

先端材料学特論2.
金属系、セラミックス系、高分子系機能材料等の先端材料の特性や現在の
研究動向を学び、新たな材料の存在と産業界に必要（貢献）な幅広い知識、
情報を取得します。

講義・演習

計測技術講義・実習

計測・評価分野

1.
ものづくりの基礎技術である測定について三次元形状物の測定での測定誤
差の概念、測長器の原理、測定の基礎知識等を長野県工業技術総合センタ
ーの光応用測定器・三次元測定器等を操作しながら測定対象に適合した正
しい条件で測定が実施できる測定技術を実践体得します。

講義・演習

評価技術講義・実習2.
部品の性状（耐摩耗性、残留応力、結晶粒等）を評価するため、磨耗に関す
る基礎知識をトライボロジー論で学び、表面性状の観察測定等を表面分析・
材料分析論で学習します。
観測・測定・原理については信州大学工学部・長野県工業技術総合センター
（岡谷）の評価分析機器の実機を操作しながら測定目的の選択、的確な測定
技術」併せて観察結果の分析に必要な基礎知識について実践体得します

講義・演習

表面処理技術実習Ⅰ（めっき・熱処理）3.

真空技術では企業の実機で真空ポンプを分解して、ロータリーポンプの構造、
初歩メンテナンス方法、操作等を学び、成膜プロセスを実践体得します。
洗浄技術では前処理の種類、超音波洗浄について真鍮薄板と真空細物切
削品を題材に、清浄な表面の基板と洗浄不良の汚れたサンプルでめっき実
験を行い、その違いを実践体得します。

実　　習 表面処理技術実習Ⅱ（薄膜・洗浄）　

薄膜実習

修
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

4.

めっき実習

FE-SEM観察

三次元測定
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修
士
課
程
　
準
備
コ
ー
ス

博
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

修士課程　専門職コース／授業科目の特徴

修
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

精密位置決め技術特論

メカトロ（自動化・制御技術）分野

1.
技術特論では汎用のパッケージソフトウエア、MATLAB/Simulinkを利用
して、制御対象の動特性計測及び制御系設計を効率的に行う方法。実習で
は2台の位置決め実験装置を操作し精密位置決め機構の構成要素、スージ
の運動精度（直進性測定、姿勢変化測定）、静剛性と熱変位（弾性変位測定、
熱変位測定）、磨耗測定と測定構造等の原理と違いを企業のノウハウを含
め体験学習し位置決め精度に影響を及ぼす要因を修得します。

実　　習

実　　習

講義・演習

自動搬送講義2.
空気アクチュエータとステッピングモーター、簡単なセンサからなる搬送ライン
を、シーケンス制御で動かし、製品の除給材や、搬送方法などの基礎的な内
容を実践体得します。

講義・演習

管理技術特論講義・演習（Ⅰ～Ⅳ）

管理技術分野

1.
中核生産技術者の為の現場管理技術基礎、管理技術特論I（基礎コース）・管理技術特論Ⅱ（品質コース）・管理技術特論
Ⅲ（生産コース）・管理技術特論Ⅳで、ものづくり現場を管理・改善するために必要な知識と実践力、顧客要求品質の作り込
み・各種生産方式の理解・知財、環境課題等について体験学習をします。

講義・演習

自動搬送講義・実習

精密位置決め技術実習

管理技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ授業

演習結果を報告（プレゼンテーション）

生産性評価＆ムダ取り・工程設計検討 生産性（ムダ）観察演習
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▼

▼

先端基盤技術に
関する研究

博士（工学）を
取得

特別課題研究
スマートデバイス
研究・開発

ユニット・モジュール
研究・開発

博士論文

経営能力を身につけた
次世代戦略的開発技術者の

育成

先端機能性材料の製造技術（セラミックス）　１、２
先端機能性材料の製造技術（金属・樹脂）　１、２、３、４
先端構造材料の製造技術　
薄膜製造技術　１、２、３、４
先進センサデバイス実習　１、２
MEMS実習（ウエハ接合技術）
ナノインプリント実習　１、２
MEMSデザイン実習（シミュレーション）
超精密加工実習
材料成形シミュレーション　１、２、３、４
熱流体シミュレーション　１、２、３
表面電気化学実習　１、２
マイクロ流体デバイスの基礎と作製実習　
表面分析実習　
材料分析実習　
形状測定実習　
画像処理技術実習　
組み込みソフト実習　
先端精密位置決め技術実習　１、２、３、４

a. 先進センサ・デバイス分野

先進センサ・デバイス特別実習Ⅰ　　
先進センサ・デバイス特別実習Ⅱ　
先進センサ・デバイス特別実習Ⅲ

マイクロ・ナノ加工実習Ⅰ
マイクロ・ナノ加工実習Ⅱ
マイクロ・ナノ加工実習Ⅲ

先端制御・計測システム特別実習Ⅰ
先端制御・計測システム特別実習Ⅱ
先端制御・計測システム特別実習Ⅲ

b. マイクロ・ナノ加工分野

 c. 先端制御・計測システム分野

講義実習科目名科目・授業科目

授業科目（抜粋）

博士課程 専門職コースの全体像

専門職コース（通称）
「超微細加工技術者育成コース」
博士課程 専門職コース

修
士
課
程
　
準
備
コ
ー
ス

博
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

経済・社会政策科学研究科（イノベーション・マネジメント専攻）
経営組織論、組織論特論、経営戦略論、人的資源管理論、中小企業経営論、
マーケティング論、フードビジネス、、技術開発特論、経営戦略、マーケティング戦略、
CRM戦略、ロジカル・シンキング、ベンチャー・ビジネス特論　等

修
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

先進センサ・
デバイス

マイクロ・ナノ加工 先端制御・
計測システム

総合工学系研究科 博士課程 システム開発工学専攻（専門職コース）

主専門・副専門

主専門・副専門 主専門・副専門

（1）トップマネジメント能力
（2）融合力と既存組織を変革していく能力
（3）異文化を理解する能力と国際的感覚

育成する人材象

修士（マネジメント）の取得

副専攻

▼

▼

＊ただし、実習時間は予習・復習時間を含む
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修
士
課
程
　
準
備
コ
ー
ス

博
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

特徴 1
特徴 2
特徴 3
特徴 4

教育方法とカリキュラムの特徴

授業科目（抜粋）の特徴

演習・実習を必修とした実践的カリキュラムを開発し、新しい博士課程のシステムで教育を行います。

現場での中長期技術課題を整理し、その解決法を見出す（研究成果を得る）ための支援を行います。

諏訪圏に研究拠点を新設し、在学生も自由に使用できる環境をつくります。

微細加工の先端技術などの情報を整理し、超微細加工ビジネスを経営面から支援します。

実習の概要

先進センサ・デバイス分野

金属・セラミクス・複合材料・薄膜材料などの各種機能性材料の製造プロセス実習、ならびに、これらを用いた先進センサ・デ
バイスの基礎に関する実習を通して、先進センサ・デバイス・材料について実践的な能力を身につけることができます。
3つの実習を履修することにより2単位が付与され、最大6単位まで取得できます。

先進センサデバイス実習2.の概要
「磁気抵抗（MR）効果利用型薄膜磁界センサの作製と特性評価」の例
フォトリソ技術、薄膜作製技術および磁性材料の概要を学ぶとともに、クリーンルームの利用法について学習します。
実習では、磁気抵抗(MR)効果を利用する薄膜の磁界センサをフォトリソ技術などを利用して作製し、磁界に対する
センサ出力を測定し評価します。

修
士
課
程
　
専
門
職
コ
ー
ス

作製された磁気抵抗(MR)
効果利用型薄膜磁界センサ

磁界測定の様子 磁界センサの磁界－
抵抗変化の測定結果

先端機能性材料の製造技術(金属）の概要
「常温圧縮せん断法」の例
酸化皮膜が強固であるため固化成形が困難とされているアルミニウム粉末に対して常温及び大気雰囲気中で圧
縮及びせん断変形を与えることで薄板を成形し、引張試験等により機械的性質を求めることで新しい成形法「常温
圧縮せん断法」について理解を深めます。 

M
ov
in
g 
di
re
ct
io
n

Fig.　C.S.M. objects

常温圧縮せん断法
金属粉末に対して

圧縮及びせん断変形

粉末同士を結合

粒子表面の酸化膜を破壊

・成形工程は一工程
・常温（室温）で成形可能
　（焼結を行わない）
・結晶粒の微細化
・集合組織化

特徴

(a)　L=0mm　　　(b)　L=2mm
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TEL 090-5759-8102（直通）
E-mail: suwajimu@shinshu-u.ac.jp

信州大学 諏訪圏サテライトオフィス

TEL 090-5759-8102（直通）
E-mail: suwajimu@shinshu-u.ac.jp

信州大学 諏訪圏サテライトオフィス

コンビニ

駅前送迎者用
駐車場

BK

本町2

中央町1

新宿
方面
→

←松
本方
面

駅前送迎者用
駐車場

P

P

P

P

本町1

駅前

岡谷
駅

駅東

岡谷市営
駐車場
岡谷市営
駐車場イルフ

プラザ

開講場所

お問い合わせ先

修士課程
専門職コース修士課程

準備コース

博士課程
専門職コース

事務局
NPO諏訪圏ものづくり推進機構

実証講義
関係企業 10社

企業・行政

長野県工業技術総合センター
精密・電子技術部門

信州大学工学部

ララオカヤ

テクノプラザおかや

産業技術総合研究所

信州大学大学院　諏訪圏サテライトオフィス
修士課程専門職コース
（テクノプラザおかや内）
〒394-0028 長野県岡谷市本町 1丁目 1番 1号
TEL 0266-21-7000
アクセス：岡谷駅より徒歩 1分（駐車場あり）

信州大学大学院　諏訪圏サテライトオフィス
博士課程専門職コース
（ララオカヤ内）
〒394-0028 長野県岡谷市中央町 1丁目 1番
アクセス：岡谷駅より徒歩 1分（駐車場あり）

修士課程 準備コース 修士課程 専門職コース

博士課程 専門職コース

メイン会場の他、コースや内容にあわせて適した開講場所で実施し、実践力を高めます。

発行：長野県テクノ財団・諏訪テクノレイクサイド地域センター
TEL: 0266-53-6000（内線2663）　E-mail: suwatech@tech.or.jp

ララオカヤ

修士課程準備コース事務局
TEL 0266-54-2588
E-mail: info@suwamo.jp

TEL 090-5759-8102（直通）
E-mail: suwajimu@shinshu-u.ac.jp

NPO　諏訪圏ものづくり推進機構

信州大学 諏訪圏サテライトオフィス 開設準備中につき下記へお問い合わせください
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